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  2010 年 5 月 12 日、これまでの交流会･座談会で出された数多くの意見の中で、　　　　　　　 今回も｢バリアフリーな活動｣についてご紹介します。

　長与町内の数ヶ所の歩道に関し「改善した方が良いのでは？」という意見が　　　           今号は、私自身が出演している「ラジオ」についてご紹介を

  出た事に対して、実際に歩いて､どのような問題があるのか調査を行いました。　     　　　 させていただきます。

調査は６名の方と一緒に当日は天気がいい日だったのですが、あえてタイル面に　　　　  　　　長崎シティーFM さんでは、毎週金曜 AM１１：００～の生放送

水をかけて濡れた状態にして､雨の日はどのような状態なのかを実際に体験しました。　　　　　「ぱのらまフライデー」に毎月第 3 金曜日の午後１２：００頃～

他にも、溝蓋に車椅子やベビーカーの車輪がはまってしまうと言う問題も改めて体験、　　　　　Ami の活動やバリアフリーの活動について、いろいろとお話を

調査を行いました。目が不自由な方のための点字ブロックも、マンホールがある事に            しています。シティーFM さんは 2 年程前、ビーズショップの

よって、ブロックの幅が狭くなっていたりしていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介をして頂いてから､ずっとお世話になっています。

＜調査の感想＞

普段はどうしても車移動が多くなっている私ですが、自分の足で調査をする事で、　　　　　＜お知らせ＞  　　　　　　　　　　　

どのような現状なのかを知ることが出来ました。タイル上の歩道は見た目、とても　　　　　　 只今、長崎バリアフリーAmi のホームページを作成しています。

綺麗ですが､松葉杖ユーザーや私の様に補装具ユーザには、かなり危険な道だと言う　　　　　　内容がまだ不十分な状態なので､一部の方にのみ公開させて頂いて

事を実感しました。そして、タイル上になっている道は老朽化によってヒビが入って　　　　　 いますが、Ami の活動内容や交流会の様子、そして長崎市内や

そこに新たな段差ができ､転倒の危険性が出てきてしまう。横断歩道と歩道の少しの　　　　　　 市内近郊のバリアフリー情報を発信していきたいと思っています。

段差にも、高齢者の方や障がいを持った方は躓く原因となっている事が良く分りました。　　　 ご期待ください！

老朽化による少しの

段差も転倒の危険が

あります。

マンホールが点字ブロックと

重なっていました。

長崎シティーFMさん

「ぱのらまフライデー」の

生放送中の様子です♪

AM ラジオにも出演しています。NBC ラジオ「満腹ワイド ラジ DON ぶり」

です。私は毎月第 3 木曜日 PM２時から「目指そう！バリアフリーの人と街」

というコーナーで、NBC 村山アナ、菊ちゃんとお話させて頂いています！


